
松江市の「ヒストリー」とは
松江市は令和 3 年12月に、文化財や歴史文化を保存・活用していく

ためのマスタープラン、アクションプランでもある「松江市文化財保
存活用地域計画」を策定し、文化庁から認定を受けました。この中で、
豊かな歴史文化を結び付けたストーリーの連なりをヒストリーと名付
け、特徴的なテーマに沿って作成していくことにしました。

“history” という英語は歴史、歴史書、発達史、変遷、来歴、沿革な
どと訳されます。語源は「知ること、調べることで得た知識」という
ギリシャ語といわれます。松江市は調査研究を重ね知りえた事実を使っ
て物語にすることを、historyの語源に重ねて「ヒストリー」と呼びます。
今後の調査研究によりあらわれてくる成果も大きな要素として含みこ
んでいくとともに松江市という行政単位を越えて関連する地域の文化
財ともネットワークで結ぶことを構想します。

「ヒストリー」を紡ぐために、松江市は調査研究に力を入れていき
ますが、市民の皆様が参加する調査研究や他地域の研究者の協力を仰
ぐことにより、その厚みが増していきます。これから列挙する「ヒス
トリー」は完成形ではなく、多くの人々がかかわることで更新され、
また新たな「ヒストリー」が生まれることが想定されます。市民の皆
様にヒストリーが共有されることにより松江の価値が高まるとともに、
松江市民による地域づくりにつながり、継続的な関係人口の増加につ
ながっていくことを目指します。

具体的には、①松江の歴史文化を伝える手段（ツール）として、②
今後の調査研究テーマとして、③活用の素材として（地域振興素材、
教育素材、産業振興素材、観光素材として）、「ヒストリー」を生かし
ていきます。

目 次

Ⅰ．メノウのストーリー…………………………………… 2

　　1．石器石材 …………………………………………… 3

　　2．玉の石材 ………………………………………… 10

　　3．近世～現代のメノウ細工 ……………………… 21

Ⅱ．来待石のストーリー………………………………… 24

　　1．古墳時代の石材 ………………………………… 26

　　2．奈良時代の来待石 ……………………………… 29

　　3．中世・近世の来待石 …………………………… 31

　　4．現在の出雲石灯篭から現代アートまで ……… 53

Ⅲ．様々な石材のストーリー…………………………… 59

　　1．松江城築城に使われた石 ……………………… 59

　　2．各地で使われた石 ……………………………… 62

　　3．さらに古くから使われた石 …………………… 67

Ⅳ．石が語るヒストリー………………………………… 72


